合同セミナー
岡山大学学内COE「生命現象の多様なタイミング機構の総合的理解

－時間を基軸とした生命科学の構築—」

第17回セミナー
岡山大学学内COE「生殖生命科学研究教育拠点の形成」

第１３回生殖生命科学セミナー
演　　者：上野山　賀久 (名古屋大学院　生命農学研究科)

タイトル：性成熟のタイミングを制御するステロイドフィードバック機構
日　　時：2006年11月17日(金) 
15時30分～16時30分
場　　所：農学部1号館 第1講義室


(要旨)

性成熟のタイミングを制御するステロイドフィードバック機構
　生殖機能は脳によって制御されている。生殖機能は生存には寄与しない機能であり、様々な危機に直面して停止し、また再開される。たとえば、成熟雌にみられる規則的な性周期は飢餓時には停止する。飢餓つまりエネルギー不足という情報が脳で処理され、生殖機能を一時的に停止して、エネルギーの消費を減らそうとしているのだろう。さて、生存に対する危機という観点から性成熟を考えると、充分に成長していない雌には妊娠、分娩、泌乳といった膨大なエネルギーの必要な生殖機能を発揮することは適応的でなく、まずは成長にミルクや餌から得たエネルギーを配分するほうがよいだろう。実際、動物は充分に成長した後に性成熟に達し、成長が遅いものは性成熟のタイミングも遅い。

　未成熟な動物においてGnRH分泌は検出できないほど低いレベルであり、性成熟期にはGnRHパルスが検出されるようになる。つまり、性成熟とはパルス状GnRH分泌のはじまりである。このGnRHパルスの高進のタイミング制御にステロイドホルモンのフィードバック作用が重要な役割を果たしている。本セミナーでは性成熟のタイミングを制御しているステロイドホルモンの作用部位と、低栄養条件下でのそのメカニズムの変化について紹介したい。


世話係：奥田　潔　

連絡先：Tel　8333　e-mail: kokuda@cc.okayama-u.ac.jp

